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専
修
大
学
と
川
崎
商
工
会

議
所
は
５
月
３１
日
、
両
者
に

よ
る
人
材
の
育
成
、
人
的
交

流
の
推
進
、
人
的
資
源
・
知

的
資
産
を
活
用
し
た
産
学
連

携
活
動
を
進
め
る
「
連
携
・

協
力
に
関
す
る
覚
書
」
を
締

結
し
た
。

調
印
式
は
川
崎
市
の
ソ
リ

ッ
ド
ス
ク
エ
ア
の
会
議
室
で

行
わ
れ
、
専
修
大
学
の
日
髙

義
博
学
長
・
理
事
長
と
川
崎

商
工
会
議
所
の
山
田
長
満
会

頭
が
調
印
し
た
。

本
学
は
、
同
会
議
所
が
展

開
す
る
次
世
代
の
川
崎
経
済

の
担
い
手
育
成
を
目
指
す

「
川
崎
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
」
に
２
０
０
７
年
の
立

ち
上
げ
当
初
か
ら
参
加
し
て

い
る
。
同
会
議
所
と
の
連
携

・
協
力
に
よ
っ
て
事
業
を
さ

ら
に
拡
大
、
地
域
社
会
へ
の

「
知
の
発
信
」
を
深
め
、
未

来
の
川
崎
市
を
担
う
人
材
育

成
に
取
り
組
む
。

同
会
議
所
が
大
学
と
包
括

的
な
覚
書
を
締
結
す
る
の
は

初
め
て
。
本
学
が
進
め
て
い

る
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
な
ど

東
ア
ジ
ア
の
企
業
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
役
立
て

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

日
髙
学
長
は
「
学
生
た
ち

を
実
学
の
現
場
に
送
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
産
学
連
携
交

流
に
期
待
を
こ
め
て
語
っ

た
。
山
田
同
会
議
所
会
頭
も

「
専
修
大
学
の
豊
富
な
知
的

資
源
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
魅
力
あ
る
川
崎
を
国

際
産
業
都
市
に
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

経
済
学
部
公
開
講
座
「
日
本
経
済
の
再
生
―
震
災
を
越
え
て
」
始
ま
る
…
…
…
❷

長
倉
洋
海
さ
ん
が
文
学
部
「
報
道
写
真
論
」
で
講
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
寄
付
者
芳
名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

石
巻
専
修
大
学
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❼
～
❿

育
友
会
定
期
総
会

新
会
長
に
渡
邊
信
氏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…


学
生
の
手
で
防
災
と
地
域
貢
献

生
田
に
「
Ｓ
Ｉ
Ｖ
」
誕
生
…
…
…
…
…
…
…


経
営
学
部
（
瓶
子
長
幸
学
部
長
）
は
本
年
、
創

立
５０
周
年
を
迎
え
た
。
６
月
９
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
同
学
部
の
学
生
、
卒
業
生
、
教
員
ら
多
数

が
出
席
し
て
記
念
講
演
会
と
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

た
∥
写
真
・
詳
細
は
本
紙
次
号
で
。

５
月
２１
日
の
早
朝
、
「
専

修
大
学
金
環
日
食
観
察
会
」

（
自
然
科
学
研
究
所
主
催
）

が
開
催
さ
れ
た
。
早
朝
に
も

か
か
わ
ら
ず
、教
養
科
目「
宇

宙
地
球
科
学
」
な
ど
の
自
然

科
学
系
科
目
を
履
修
中
の
学

生
や
教
職
員
、
関
係
者
な
ど

約
１
０
０
人
が
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
２
号
館
前
の
広
場
に
集

合
し
、
地
球
と
月
、
太
陽
が

一
直
線
に
並
ぶ
瞬
間
を
待
ち

望
ん
だ
。

今
回
の
日
食
は
、
月
が
見

か
け
上
や
や
太
陽
よ
り
小
さ

い
た
め
に
、
太
陽
の
一
部
が

リ
ン
グ
状
に
残
る
金
環
日
食

だ
っ
た
が
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
は
そ
の
中
心
線
の
ほ
ぼ
真

下
に
位
置
し
、
天
気
に
恵
ま

れ
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
天
体

シ
ョ
ー
が
観
測
さ
れ
る
と
い

う
予
報
だ
っ
た
。

天
気
予
報
の
通
り
、
欠
け

始
め
の
午
前
６
時
３０
分
ご
ろ

に
は
雲
が
空
を
覆
い
、
雲
間

か
ら
時
折
欠
け
た
太
陽
が
見

え
る
程
度
だ
っ
た
が
、
「
宇

宙
地
球
科
学
」
担
当
の
商
学

部
・
大
月
祥
子
講
師
に
よ
る

日
食
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
説

な
ど
が
進
む
う
ち
、
７
時
を

過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
雲
も
薄
く

な
り
始
め
た
。

そ
し
て
、
７
時
３０
分
過
ぎ

に
は
、
金
色
の
リ
ン
グ
と
な

っ
た
太
陽
を
観
測
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
参
加
者
は
日
食

グ
ラ
ス
や
太
陽
投
影
用
望
遠

鏡
な
ど
を
利
用
し
て
、
数
分

間
の
「
宇
宙
の
神
秘
体
験
」

を
満
喫
し
た
。

日
食
が
日
本
で
次
に
観
察

で
き
る
の
は
、
４
年
後
の
２

０
１
６
年
３
月
９
日
の
部
分

日
食
。
ま
た
２
０
３
０
年
６

月
１
日
に
は
北
海
道
で
金
環

日
食
が
、
２
０
３
５
年
９
月

２
日
に
は
北
陸
か
ら
関
東
北

部
に
か
け
て
皆
既
日
食
が
観

察
で
き
る
。
（
佐
藤
暢
・
経

営
学
部
准
教
授
）

川
崎
商
工
会
議
所
と
連
携
・
協
力
覚
書
に
調
印

▲ 生田キャンパスで５月２１日午前７時

３３分ごろ＝森下亮さん（文２）撮影

産学双方に大きな期待

▲ 川崎商工会議所の山田会頭（右）と

日髙学長・理事長

＝２０１２年５月２３日、ヘリから撮影

１００人が見た「「金金色色のの環環」」

観測好位置の生田キャンパス

緑に映える生田キャンパス

東
日
本
大
震
災
・
被
災
学
生
を

支

援

し

た

独
ハ
レ
大
留
学
生
と
日
髙
学
長
、
嶋
根
教
授
が
懇
談

記念講演会・祝賀会を開催

経営学部５０周年

▲ 東日本大震災で支援活動を行ったドイツか

らの留学生クリスティン・グルーベさん

（中央）と嶋根克己人間科学部教授（左）が日

髙学長・理事長と懇談＝１３面に記事

自
然
科
学
研
が

観
察
会
を
開
催

▲ 金環日食を観察する学生たち
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